「環境学習器材」の貸与に関する取扱要領

（趣　旨）

第１　兵庫県但馬地域における環境学習の推進を図るため、兵庫県但馬県民局県民躍動室環境課
（以下「環境課」という。）において所有する「環境学習器材（以下「器材」という。）の貸与
に関して必要な事項を定めるものとする。

　　

（貸与の基準）

第２　兵庫県但馬県民局長（以下「県民局長」という。）は、次の各号のいずれかに該当するもの

から申請があった場合、器材を貸与できるものとする。

　(1) 但馬地域における環境学習に使用する場合

  (2) 上記の他、県民局長が特に必要と認めた場合

（貸与器材）

第３　貸与する器材の品名、数量は、別添「環境学習用器材一覧」のとおりとする。

（貸与できる数量）

第４　貸与できる物品の数量は、原則として一団体一回あたり、５品目までとする。ただし、水生

生物調査セットについては、セットを１品目とする。

（貸与期間）

第５　器材の貸与を受けられる期間は、原則として２週間以内とする。ただし、環境イベント等で

長期間にわたって使用する場合は延長できるものとする。

（申請手続）

第６　器材の貸与を受けようとする者（以下「申請者」という。）は、使用を希望する日の２ヶ

月前から２週間前までの間に、県民局長あて「環境学習用器材貸出申込書」（様式１）により申

請するものとする。

（貸与の優先順位）

第７　器材の使用を希望する日程が複数の申請により重複した場合は、県民局長が申請を受領した

日程の早いものを優先するものとする。

（承諾の通知）

第８　県民局長は、申請内容について審査を行い、承諾の可否について申請者あて通知するものと

する。

（承諾の取り消し）

第９　県民局長は、器材貸与の承諾を行った後であっても、申請等に不備があると判断した場合は、

承諾を取り消すことができるものとする。その場合、申請者は器材を速やかに県民局長に返却す

るものとする。

（器材の受け渡し）

第10 器材の受け渡しは、原則として、環境課において、直接申請者に行うものとする。

　

（器材の返却）

第11 申請者は、期日までに、原則として、環境課に、直接器材を返却するものとする。

（亡失・損傷時の対応）

第12 借用者は、貸与物品を亡失し、又は損傷したときは、直ちに微細な報告書を県民局長あてに

提出しなければならない。この場合、その原因が天災、火災又は盗難にかかるものであるときは、

亡失又は損傷の事実を証明する関係官公署の発行する証明書を当該報告書に添付するものとす

る。

第13 借用者が器材を亡失あるいは損傷した場合、原状回復にかかる費用は、原則として申請者が

負担するものとする。

（使用報告）
第14 申請者は、器材の使用後、「環境学習器材利用実績報告書」（様式２）を県民局長あてに提出

するものとする。

（貸与整理簿）

第15 県民局長は、「環境学習器材貸与整理簿」（様式３）を整備し、器材の貸与状況を明らかにし

なければならない。

（転貸の禁止）

第16 器材は、承諾を受けた者のみが使用できるものとし、第三者への転貸をしてはならない。

（補則）

第17 この要領に定めるもののほか必要な事項は、県民局長がその都度、別に定めるものとする。

附　則

（施行期日）

１　この要領は、平成１７年　４月　１日から施行する。

２　平成２１年　４月　１日、第１条の一部改正。
３　平成２６年　４月　１日、第１条の一部改正。
